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１．本書は，平成 15年度における鈴鹿市考古博物館の事業概要をまとめたものである。

２．平成 15年度の博物館に関する事業は管理企画グループと埋蔵文化財グループが担当した。その組織及び人員は以下のと

　おりである ｡

　

　鈴鹿市教育委員会　　　　鈴鹿市考古博物館　　　　　　　　　管理企画グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋蔵文化財グループ

　鈴鹿市考古博物館　館長　林　銀哉

　 ₧⌂╒↨ ιι ₧⌂╒↨

ιιι 主幹兼グループリーダー 古市和枝  副参事兼グループリーダー 中森成行

 副主幹   新田　剛  指導主事   北条正則  

 主査   河村みゆき  副主幹    藤原秀樹

 事務吏員  永田智子  副主査    田中忠明

 臨時職員  椎名品子  技術吏員   水橋公恵

    永戸民子  教諭 ( 県へ派遣 )   小倉　整

    中里和加美  事務吏員   伊藤　淳

    永戸昌子  嘱託職員   吉田真由美  

           林　和範

       臨時職員   杉本恭子  

           別府智子

           水谷由紀子

           坂下日向

           永戸久美子

３．第Ⅲ章は平成 15年度に実施した発掘調査のうち正報告が別途作成となる調査の概要である ｡

４．第Ⅳ章は平成 15年度に発掘した小規模調査の正報告である ｡

５．本書の執筆は各担当者が分担し，編集は藤原が行った。

ι
例言
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Ⅰ . 展示および教育普及活動　　
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　日本における東西文化の中間地点にあたる伊勢湾西岸地域を中心に、

縄文晩期から弥生前期にかけての土器・墓制・住居などについて紹介。

1. 期間　7月 13日～ 9月 7日

2. 期間中の入館者数　4,605 名

3. 関連講座

　演題：縄文から弥生へ - 伊勢の動き -

　期日： 7 月 13 日午後 2時から

　講師：山田猛氏（三重県埋蔵文化財センター）

　参加者：53名

4. 観覧料　常設展観覧料と共通

5. 主な展示資料

　　　資料名　　　　　遺跡名　　　　　　　　　　　　所有者

　　　縄文土器深鉢　　権現坂遺跡（北勢町）　　 三重県埋蔵文化財センター

　　　縄文土器深鉢　　宮山遺跡（大安町）　　　 三重県埋蔵文化財センター

　　　石刀　　　　　　南浦遺跡（桑名市）　　　　　 三重県埋蔵文化財センター

　　　縄文土器深鉢　　宇賀遺跡（桑名市）　　　　　 桑名市教育委員会

　　　弥生土器鉢　　　永井遺跡（四日市市）　　　　 四日市市教育委員会

　　　縄文土器深鉢　　西野遺跡（四日市市）　　　　 四日市市教育委員会

　　　縄文土器深鉢　　上箕田遺跡（鈴鹿市）　　　　 鈴鹿市考古博物館

　　　弥生土器壺　　　上箕田遺跡（鈴鹿市）　　　　 鈴鹿市考古博物館

　　　弥生土器壺　　　居敷遺跡（鈴鹿市）　　　　　 鈴鹿市考古博物館

　　　縄文土器深鉢　　忍山遺跡（亀山市）　　　　　 亀山市教育委員会

　　　弥生土器壺　　　納所遺跡（津市）　　　　　　 三重県埋蔵文化財センター

　　　縄文土器壺　　　四ツ野 B遺跡（津市）　　　　 津市埋蔵文化財センター

　　　弥生土器壺　　　中ノ庄遺跡（三雲町）　 三重県埋蔵文化財センター

　　　縄文土器深鉢　　蛇亀橋遺跡（嬉野町）　　 三重県埋蔵文化財センター（嬉野町教育委員会）

　　　石刀　　　　　　下ノ庄東方遺跡（嬉野町） 三重県埋蔵文化財センター

　　　縄文土器浅鉢　　森添遺跡（度会町）　　 度会町教育委員会

ι ”

　磯山銅鐸及び伊勢湾沿岸より出土した銅鐸とその関連遺物を

中心に展示。

1. 期間　１０月２５日～１1月３０日

2. 期間中の入館者数　1,277 人

3. 関連講座

　演題：磯山銅鐸を考える

　期日： １１月２３日午後 2時から

　講師：難波洋三氏（京都国立博物館考古研究室長）

　参加者：130 名

4.　観覧料　常設展観覧料と共通

Ehf-0ι Ή ‗ ” ῌ
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5.　主な展示資料

　　　　資料名　　　　　　　　出土地・遺跡名　　　　　　所有者（保管）　

　　　　袈裟襷文銅鐸　　　　　三重県鈴鹿市磯山　　　　　東京国立博物館

　　　　袈裟襷文銅鐸　　　　　不詳　　　　　　　　　　　財団法人辰馬考古資料館

　　　　流水文銅鐸　　　　　　三重県津市神戸　　　　　　東京国立博物館

　　　　流水文銅鐸　　　　　　大阪府八尾市恩智垣内山　　東京国立博物館

　　　　袈裟襷文銅鐸　　　　　三重県四日市市伊坂町　　　菟上耳利神社（四日市市立博物館）

　　　　銅鐸鎔笵（重要文化財）大阪府茨木市東奈良遺跡　　文化庁（茨木市立文化財資料館）

6. その他　「おいん鈴鹿」の会場及び近隣幼稚園で募集した銅鐸模型をエントランスホールに展示。

2-ι Ή ₀ ῴ⁴ῌ

　伊勢国府跡・伊勢国分寺跡出土文字瓦の分類の成果を中心に、

近隣地域の例との比較を交えながら展示

１. 期間　1月１７日～ 3月７日

２. 期間中の入館者数　612 人

３. 関連講座

　演題：瓦から見た北勢地域の古代寺院と官衙

　期日： 1 月２５日

　講師：竹内英昭氏（斎宮歴史博物館）

　参加者：45名

４. 観覧料　常設展と共通

５. 主な展示資料

　　　　資料名　　　　　　　　　　　　　　　　　所有者

　　　　伊勢国府跡出土文字瓦　　　　　　　　　　鈴鹿市考古博物館

　　　　伊勢国分寺跡出土文字瓦　　　　　　　　　鈴鹿市考古博物館

　　　　平城宮跡出土文字瓦　　　　　　　　　　　奈良文化財研究所

　　　　恭仁宮跡出土文字瓦　　　　　　　　　　　京都府立山城郷土資料館

　　　　大野寺跡出土文字瓦　　　　　　　　　　　堺市立埋蔵文化財センター

3-ι ι  ⁵‍ 1//2

　2003 年に鈴鹿市内で発掘された遺跡について紹介。

1. 期間　３月２０日～７月４日

2. 期間中の入館者数　3,060 人

3. 観覧料　常設展と共通

4. 主な遺跡　

　　　　伊勢国府跡（第 18次）

　　　　伊勢国分寺跡（第 29次）

　　　　天王遺跡（第 11 ･ 12 次）

　　　　加佐登遺跡

Ehf-2ι Ή ₀ ῴ⁴ῌ
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体験講座　「古代の工芸に挑戦」

　　６月１４日　午前９時３０分から

　　参加者　１０名

体験講座「昔の色で染めよう」

　　９月２７日　午後１時３０分から

　　参加者　2名

体験講座　「勾玉を作ろう」

　　１２月１３日　午前１０時３０分から

　　参加者　13名

　「ガラス玉を作ろう」

　　３月１４日　午前 9時３０分から・午後２時から

　　参加者　8名

　　*講師はすべて当館学芸員

入門講座　「北畠氏館跡の発掘調査」

　　講師　石淵誠人氏（美杉村教育委員会）

　　5月 1１日　午後 2時から

　　参加者　37名

シリーズ古代の役所と寺を考える　

　　「宮町遺跡の発掘調査 - ここまでわかった紫香楽宮 -」

　　講師　鈴木良章氏（信楽町教育委員会）

　　「天王遺跡発掘調査速報」講師　林　和範（当館）

　　3月２１日　午後 1時 30分から

　　参加者　46名

- ‹ ‘‾

　夏休み期間中、子供向けに体験学習（勾玉・土笛・拓本・復元・アンギン・草木染・兵庫鎖・火起こし）を行っ

た。また、所蔵するビデオソフトを閲覧できるように、機材を設置した。

　　期日：7月１９日～８月３１日

　　会場：博物館講堂

　　期間中入館者：4,380 人

-

体験学習の中でも人気の高い勾玉・土笛作りを予約不要で

行えるようにしている。

実施日：毎土・日曜日及び祝日

　　　　材料費：勾玉を作ろう　200 円・土笛を作ろう　100 円

期日：７月 19日～８月３１日（各期間中の１週間ずつ）

内容：夏休み子ども博物館指導及び遺物整理作業

参加者：愛知学院大学　1名　北里大学　１名　皇學館大学　１名　高知大学　1名　信州大学　１名　

  鈴鹿国際大学　６名

Ehf-4ι Ή ” ῌ
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　　期日：７月

　　内容：夏休み子ども博物館指導

　　参加者：市内小学校教員　1名

ῷ΅₁

　　　期日：10月 3日～ 5日

　　　会場：ショッピングセンターサンズ 2階特設会場

　　　内容：「磯山銅鐸の時代」予告ミニ展示・銅鐸の模型作り

　　　勾玉を作ろう

　　　参加者数：（勾玉）７５名・（銅鐸）１７名

”

　（1）展示

　　①資料名　寺谷１７号墳出土　巫女形埴輪　２点

　　　　展覧会名　特別展「はにわ－形と心－」　

　　　　展示館　四日市市立博物館

　　②資料名　保子里１号墳出土金製垂飾付耳飾（レプリカ）１点

　　　　　　　　　　　同　　　単龍環頭大刀柄頭（レプリカ）１点

　　　　展覧会名　特別展「ファッションの考古学～東海版～」

　　　　展示館　可児郷土歴史館

　（2）教材

　　①資料名　高井 B遺跡　山茶碗　１５点

　　　　　　　徳居３４号窯跡　須恵器甕片　１３点

　　　　利用目的　考古学実習

　　　　利用者　　鈴鹿国際大学

　　②資料名　写真　２点　パネル　６点（平成１４年度企画展「戦争遺跡を掘る～鈴鹿市が生まれた頃」で使 

  用したもの）

　　　　利用目的　戦争についての調べ学習

　　　　利用者　　鈴鹿市立牧田小学校

∏ √∆╒₯

URL　http;//www.edu.city.suzuka.mie.jp/museum/ において博物館の事業案内等を行っている。

Ehf-7ι  ‍
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　国・県の補助を得ながら鈴鹿市広瀬町・西冨田町に所在する伊勢国府跡（長者屋敷遺跡）の確認調査の発掘調

査を実施している。調査は平成４年度に着手し，これまでに国府政庁と瓦葺礎石建物群からなる官衙ブロック２

地点を確認している。その成果を元に，平成 14年３月 19日には，主要な３地区 73,940 ㎡が国史跡「伊勢国府跡」

として指定された。平成 15年度は政庁南方の遺構の広がりの最終的な確認と，北方官衙ブロックの北西部の範

囲確認を中心に調査を進めた。調査にあたっては調査指導委員会として下記の先生・機関に指導をいただいた。

　併せて個人住宅建築等にかかる市内遺跡の範囲確認・緊急発掘調査（別表）を実施した。

　　大場範久（神戸高等学校教諭・鈴鹿市文化財調査会会長）　

　　川越俊一（奈良文化財研究所平城京跡発掘調査部考古第二調査室長）　

　　金田章裕（京都大学副学長）

　　高瀬要一（奈良文化財研究所文化遺産研究部遺跡研究室長）　

　　八賀晋（三重大学名誉教授）　

　　渡辺寛（皇學館大學教授）　

　　和田勝彦（四日市市立博物館館長）　　　

　　文化庁文化財部記念物課　　三重県教育委員会生涯学習分野文化財保護チーム　

　　三重県埋蔵文化財センター　　斎宮歴史博物館

 
　鈴鹿市国分町に所在する伊勢国分寺跡は大正 11年に国史跡に指定された。指定面積は 39,880 ㎡である。鈴鹿

市教育委員会は昭和 63年から３ヵ年で寺域の範囲確認調査を行い，築地塀で囲まれた約 180 ｍ四方の寺域を確

定した。その成果を元に鈴鹿市は平成７年から３ヵ年で指定範囲とその周辺約 50,000 ㎡を公有地化した。平成

11年度から史跡公園整備に向けた伽藍配置確認の発掘調査を継続し、昨年度からは国･県の補助事業として実施

している。平成 15年度は，僧房の確認，昨年度の調査で存在が明らかになった伽藍地東側の院の内容確認，そ

して塔の有無確認に主眼をおいて調査を行った ｡調査に際しては「伊勢国府跡ほか発掘調査事業」と同じ先生･機

関に指導をいただいている。

　なお，史跡地内の除草等の管理を行うとともに，春には菜の花，秋にはコスモス等で築地等の範囲の明示を行っ

ている。

‚ ῲ ‗  

　平成 15 年度も開発事業に伴う届出件数及び発掘調査件数は低調である。民間開発にかかる発掘の届出（文化

財保護法 57条の２）は 51件，公共事業にかかる発掘の通知（同 57条の３）5件とともにほぼ横ばい傾向にある。

うち，試掘調査を実施したものは，民間開発 29件（周知外 4件を含む），公共事業 5件である。その他について

は立会調査，慎重工事として対応した。民間の試掘調査についての費用は原則として公費負担で（「伊勢国府跡ほ

か発掘調査事業」の一部として）実施している。大規模なものとしては，国土交通省から委託を受け一般国道 23

号中勢道路（バイパス）鈴鹿第 5工区建設に先立つ 4遺跡の試掘調査（3,450 ㎡）を実施した ｡

　本調査を実施したものは4件で病院改築2件，個人住宅建築等2件である。開発事業に係る本調査面積は3,587

㎡であった。

S`a-1ι ”

ι 0 2 2 2 / 1 0 1 5 0
ι 12 11 2/ 3 25 6 16 4 33 4
  12 13 21 5 25 7 16 5 38 4
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　 公共事業と埋蔵文化財保護との調整は，例年年度末に庁内各課に次年度以降の事業照会を実施し個別に協議を

進めているが，平成１5年度については本調査に移行するような案件は無かった。県の事業についても，三重県

埋蔵文化財センターからの依頼を受け，遺跡地図との照合・分布調査等を行っている。

　民間開発については鈴鹿市開発指導要綱にかかる事前協議や都市計画法等にかかる届出・申請・協議等に際し，

必要に応じて埋蔵文化財の保護について協議を行っている。さらに事業者もしくは代理者から事前に文化財の有

無照会を求められた際には，遺跡地図との照合や現地の踏査を行い，周知の埋蔵文化財包蔵地の有無について回

答している。

  またインターネットを利用し，鈴鹿市のホームページ上の「地理情報」ページから遺跡地図や遺跡情報を自由に

閲覧できる。（URL http://www.city.suzuka.mie.jp/gyosei/shinsei/chiri/index.html）

ϳ

  出土遺物の整理は博物館において実施している。５名の臨時職員が水洗・注記･復元等の整理作業にあたっている。

遺物の実測・写真撮影，報告書の執筆は調査担当者が遺物整理員の協力を得ながら進めている。発掘調査にかか

る図面・写真については博物館で保管し，出土遺物のうち主要なものは考古博物館に，その他の遺物については

市内２か所の収蔵庫（河田町 1064 番・三宅町 1883 番の１）に分散して保管している。

ϴ
　発掘調査の成果については報道機関に公開し，現地説明会を実施するように努めているが，平成 15年度は諸

般の事情から伊勢国分寺跡第 29次調査の現地説明会 1件（平成 16年 1月 30 日実施）のみにとどまり，約 50

名の参加者があった ｡また，同調査では鈴鹿市立創徳中学校地歴クラブの体験発掘も受け入れた。

　考古博物館ホームページにおいて月ごとの成果を報告するとともに , 現地説明会資料や頒布・配布の終了した

報告書を PDF 化して順次公開している ｡

S`a-2ι
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Ⅲ . 平成 15年度発掘調査概要報告　　
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1．伊勢国分寺跡（第 29次）
所  在  地　　鈴鹿市国分町字堂跡２９７ほか

事業主体　　鈴鹿市

調査目的　　学術調査（国・県補助）

調査期間　　平成 15年 8月 4日～平成 16年 3月 15日

調査面積　　2,374 ㎡

調査主体　　鈴鹿市教育委員会

調査担当　　藤原秀樹　　　　　　　　　　　　　 Ehf-00ι ' 18 ( '0.14+///(

 ⁵‴‖”

　伊勢国分寺跡は，大正 11 年 10 月 12 日に国の史跡に

指定されている。平成 11年度から，史跡公園整備に先立

つ伽藍配置および規模確認の調査に着手した。これまでの

調査で講堂・金堂・中門・回廊・南門といった中心伽藍の

位置と規模を確認している。今年度の調査は，僧坊の確認・

規模確認と、昨年度の調査で確認された築地で区画された

南東・北東院の性格の把握そして塔の有無確認である。

”

῏ ║ ῐ

RA/24/　礎石建ち瓦葺きの建物であったと見られる

が，全く削平されていて基壇や地下の基礎地形も見当たら

ない。外周の溝についても，良好に残っていたのは東調査

区の一部のみである。他は何らかの撹乱を受けている。外

周溝および基壇を避けるように掘られたと考えられる後世

の溝，そして推定伽藍中軸線から復原される規模は南北９

ｍ×東西 72～ 73ｍである。

RB/25/　僧坊と講堂を結ぶ。基壇は全く削平されて

いる。西側の瓦溜溝と講堂主軸線から幅６ｍの軒廊が復原

される。　

῏ ῐ

R@/240　上部は全く削平され，内外の側溝から

推定される。基底幅は約３ｍである。

RA/248　北辺築地の内側の溝の間が９ｍ (30 尺 ) 途

切れ，その位置が伽藍の中軸線と一致することから門の存

在が推定される。

῏ ῐ

　金堂基壇を削平した際の土砂・瓦が厚く堆積している。

瓦類，特に東トレンチから南都七大寺式系の鬼瓦が出土し

たが，国分寺と直接関連する遺構は確認されなかった。

῏ ῐ

　国分寺と直接関連する遺構は確認されなかった。

῏ ῐ

R@/256　上部は全く削平され，内外側溝から推

定される。

【 ῐ

RJ/23/　南北 10ｍあまりある巨大な土坑である。金

堂改修に伴う土取り，廃棄土坑であろう。

῏ ῐ　

RA/2/1　東西 7間×南北 2間の両庇建物。柱

間は桁行き３ｍ，梁行き 2.25 ｍ。柱掘方は１ｍを超える

ものがあるが，形や並びはあまりよくない。

RJ/2/6║/2/8║/20/║/216　SB0302 の周囲に位置

する土坑群。SB0302 との切り合いが無く SB0302 に伴

うものと見られる。瓦片・土器類・炭・焼土を多く含む。

SK0309 からは志摩式製塩土器が出土した。

RA/2/5　南北２間の東西棟建物。柱間は桁行

き７尺，梁行き 7.5 尺。SB0302 より時期は降る。

R@/205　上部は全く削平されているが，両側溝によ

り推定される。基底幅約 2.5 ｍ。28 次の SA0206 に続く

伽藍地内を区画する南北築地である。

RA/200　SA0316 の東側溝の間が約 3ｍ途切れ，その

部分で築地 SA0314 基底部上に２基の柱穴が検出され，

掘立柱の棟門を想定した。西の側溝から鬼瓦が出土した。

R@/26/　上部は全く削平されている。内外側溝

によって推定される。基底幅約 2.5 ｍ。SA0314 との距離

は芯芯で約 63.5 ｍである。

῏ ῐ　

RA/2/0　東西５間×南北２間。庇は持たない。

柱間は桁行き３ｍ，梁行き３ｍ。柱掘方はおよそ１ｍ。

28次調査で検出された片庇建物 SB0220 から９ｍ北に位

置し，柱筋も通っている。

‴‗‼

　主要伽藍としては僧坊 SB0350 を確認した。基壇の残

存状況は極めて悪いが，南北9ｍ(30尺 )×東西72ｍ (240

尺 ) である可能性が高い。北辺築地からの距離は芯芯で約

30ｍ (100 尺 )，講堂からの距離は芯芯で約 27ｍ (90 尺 )

を測る。講堂との間は，幅 6 ｍ (20 尺 ) の軒廊 SC0360

で結ばれていたとみられる。

伽藍地北東院の中心部からは大型の掘立柱建物１棟

SB0302 を検出した。周囲にこの建物に伴う廃棄土坑が多

●
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数存在し，土器類や炭・焼土が多量に投棄されるなど生活

感が強い。一部の土坑からは製塩土器も出土している。食

堂あるいは厨院・大炊院の一部とみられる。

伽藍地南東院からも，大型掘立柱建物１棟 SB0301 を検

出し，28 次調査の SB0220 と２棟が並立していたことが

明らかになった。他の国分寺でもあまり例を見ない。28

次調査の際にも，仮設の仏殿、寺院の運営にかかわる政所

院，経典の講読を行う役僧の宿舎である講院や読院，そし

て造営にともなう寺務所などさまざまな案が出されたが，

それを特定できるような遺物は今回も出土していない。

　塔については，今回の調査でも残念ながら手がかりが得

られなかった。　　　　　　　　　　　　　　（藤原秀樹）

【参考文献】

藤原秀樹 2004『伊勢国分寺跡４』鈴鹿市教育委員会

Ehf-01ι '0.0+4//(

Ehf-02ιRA/2/1 Ehf-03ι
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２．伊勢国府跡（第 18次）
所  在  地　　第 18－ 1次　広瀬町字矢下 1126・1144

　　　　　　　　　　　　　西冨田町字矢卸 1015 番 15 ～ 17

　　　　　　第 18―２次　広瀬町仲土居 1283 番２

事業主体　　鈴鹿市

調査目的　　学術調査（国・県補助）

調査期間　　平成 15年 4月 17日～ 11月 26日

調査面積　　950 ㎡

調査主体　　鈴鹿市教育委員会

調査担当　　水橋公恵　　　　 Ehf-04ιι ' 07 ( '0.14+///(

„ ‼‚

　鈴鹿市広瀬町・西冨田町、亀山市能褒野町・田村町にま

たがって広がる長者屋敷遺跡は、安楽川北岸の標高約 50

ｍの段丘上に立地する。

　鈴鹿市教育委員会では、平成４年度から学術調査を続け

ており、平成７年度までに政庁全体の構造・規模がほぼ明

らかとなった。その後、政庁周辺の調査を進め、北方では

区画内部に瓦葺礎石建物（北方官衙）が整然と建ち並ぶ方

格地割の存在を確認している。昨年度は政庁南方で調査を

行った結果、主に弥生時代から古墳時代にかけての遺構・

遺物を確認した。

”

07

　昨年度調査に引き続き、政庁南方に延びると想定されて

いる古代官道を対象に調査を行った。南門の近くに調査区

を設定したが（６ＡＪＣ－Ｆ区・６ＡＪＤ－Ｅ区）、古代

の道路遺構は確認されなかった。そこで、圃場整備前に政

庁付近から南へ一直線に延びていた農道が台地から低地へ

降りる部分の谷状地形を、古代官道の建設による切り通し

と考えられないかという指導委員会の指摘に基づき、６Ａ

ＬＥ－Ａ区・６ＡＬＣ－Ｇ区・６ＡＬＥ－Ｂ区の調査区を

追加設定し調査を行った。遺構は確認されなかったが、遺

物としては瓦が少量出土した。

07

　政庁の北に展開する方格地割のうち、仲土居地区と呼

んでいる南北２区画の区画間道路付近を対象に調査を行っ

た。

　溝５条と土坑１基を検出した。遺物としては、瓦・ロク

ロ土師器がコンテナケースに１箱程出土した ｡

溝は、いづれも北方官衙と呼ばれている政庁北側の方格

地割に関連する溝ＳＤ 255 ～ 258 である。埋土の状態か

らＳＤ 255 とＳＤ 256、ＳＤ 255 とＳＤ 258、ＳＤ 257

とＳＤ 258 の間にはそれぞれ築地塀が作られていたと考

えられる。ＳＤ 255 は仲土居地区の南北２区画の西端を

一直線に区切っているが、北側部分は北区画の西辺築地外

溝、南側部分は南区画の西辺築地外溝を兼ねており、ＳＤ

256 は北区画の西辺築地内溝、ＳＤ 257 は南区画の北辺

築地外溝、ＳＤ 258 は南地区の北辺・西辺築地内溝にあ

たる。築地塀のうち、南区画の北辺築地は途中で途切れ、

北区画の南辺築地は造られた形跡が確認されなかった。

また、柱穴と思われるＳＫ 259 はＳＤ 255 よりも古いこ

とが判っており、位置関係から方格地割敷設に伴うもので

ある可能性が考えられる。

‴‗‼

　第 18―１次は、政庁南門に取り付く道路を確認するた

めの調査であったが、道路遺構のみならず古代の遺構は何

ら検出されなかった。

　第 18－２次調査では、溝が区画を全周していないこと

が注目される。北区画では南辺築地塀の内溝・外溝ともに

検出されず、南区画では北辺築地塀の内溝・外溝が両方と

も同じ場所で途切れてしまい、その続きが検出されなかっ

た。

　つまり、築地塀は、北地区の西辺、南地区の西辺および

北辺の西側 1/3 ほどは戦前まで崩れながらも残っていた

のであり、その後の開墾により地上部分は完全に滅失して

しまったが、その痕跡としての内溝と外溝が今回の調査に

より確認されたことになる。逆に言えば、今回溝が検出さ

れなかった部分については、開墾前にも土の壁は存在して

おらず、築地塀自体がもともと造られていなかったことも

十分に考えられるわけである。こうした築地塀のあり方は、

国府の未完成を強く印象づけるものとなった。

　　（水橋公恵）
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